
ミニ発表会練習 楽器遊び 
対象：みにばら・ばら組 作成者：池下桃代 作成日：2018年3月8日 

●保育のねらい 
 ・友達や保育者と一緒になって楽しみながら楽器遊びをする。 
 ・楽器遊びに参加したい気持ちを大切にする。 

●保育の振り返り 
 ミニ発表会が始まる1か月前はお部屋で和やかな雰囲気の中、自分の欲しい楽器が取れるように、保育者はどの楽器が欲しいか尋ねたり、一
緒に選んだりし、まずは自分で出す音に慣れながら楽しみました。（豊かな感性と表現）本番が近づいてくると、2階で当日のように練習しています。

慣れ親しんだ楽器の音が聞こえると自然に体が揺れたり、元気に歌おうと口を大きく開けたりする姿が見られました。また、友達が楽しそうに歌っ
たり鈴を鳴らしたりしている姿を見て‘‘やってみたい’’の気持ちが育まれ、練習をしている間、友達を確認しながら取り組む姿も見られました。
（思考力の芽生え・協同性） 
 
 


